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生
産
に
か
か
る
費
用
が
恒
常
的
に
販
売

価
格
を
上
回
る
米
に
対
し
て
、そ
の
差
額

分
相
当
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
交
付
対
象
者

　

米
の
生
産
数
量
目
標（
配
分
面
積
）の
範

囲
内
で
主
食
用
米
の
生
産
を
行
う
販
売
農

家
・
集
落
営
農

■
交
付
対
象
面
積

　

主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
10a
（
自

家
消
費
相
当
分
）を
差
し
引
い
た
面
積
。

■
交
付
単
価

●
定
額
部
分

１
万
５
千
円（
10a
当
た
り
）

●
変
動
部
分　

23
年
産
の
販
売
価
格
が
標

準
的
な
販
売
価
格
を
下
回
っ
た
場
合
に
、

そ
の
差
額
を
基
に
算
定

※
標
準
的
な
販
売
価
格
と
は

�

平
成
18
年
産
か
ら
20
年
産
ま
で
の
相
対
取

引
価
格
の
平
均

調
整
水
田
な
ど
の
不
作
付
地
が
あ
る
場
合

　

不
作
付
地
が
あ
る
場
合
は
、改
善
計
画

を
市
に
提
出
し
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。22
年
の
モ
デ
ル
対
策
で
既
に
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
、新
た
に
発
生
し

た
不
作
付
地
の
み
改
善
計
画
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
、モ
デ
ル
事
業
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た「
戸
別
所
得
補
償

制
度
」が
、本
年
度
か
ら「
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
」と
し
て
本

格
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
の
農
業
は
、農
業
者
の
急

速
な
高
齢
化
と
大
幅
な
減
少
な
ど

で
危
機
的
な
状
況
で
す
。加
え
て

世
界
の
穀
物
需
要
が
高
ま
る
中
、

安
全
で
安
心
な
国
産
農
産
物
を
生

産
し
て
い
く
力
を
確
保
す
る
こ
と

が
国
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
現
状
か
ら
、本
制

度
の
実
施
に
よ
り
、農
業
経
営
の

安
定
、国
内
生
産
力
の
確
保
、食
糧

自
給
率
の
向
上
、農
業
の
多
面
的

機
能
の
維
持
を
目
指
し
ま
す
。

　
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
が「
米
の
戸
別
所
得
補
償
交
付

金
」、水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事

業
が「
水
田
活
用
の
所
得
補
償
交

付
金
」へ
名
称
が
変
わ
り
、新
た
に

「
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金
」が

加
わ
り
ま
す
。

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
本
格
実
施

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係　

☎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
３
２

米の所得補償交付金
（米に対する所得補償事業）

水田活用の所得補償交付金
（転作作物の作付に対する助成事業）

畑作物の所得補償交付金
（畑作物の作付に対する助成事業）

農業者戸別所得補償制度は 3つの
事業で構成されています。

食
糧
自
給
力
向
上
へ

米の生産調整にご協力ください

　

交
付
対
象
作
物
を
生
産
数
量
目
標
に

従
っ
て
生
産
を
行
う
販
売
農
家
に
対
し
て
、

標
準
的
な
生
産
費
と
販
売
価
格
の
差
額
分

に
相
当
す
る
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
交
付
対
象
者

　

対
象
作
物
の
生
産
数
量
目
標（
契
約
な

ど
）に
従
っ
て
生
産
を
行
う
販
売
農
家
・
集

落
営
農
。

■
対
象
作
物

　

麦（
小
麦
、二
条
大
麦
、六
条
大
麦
、は
だ

か
麦
）、大
豆
、そ
ば
、な
た
ね

■
交
付
単
価

●
面
積
払（
前
年
産
の
生
産
面
積
に
基
づ

き
交
付
さ
れ
ま
す
。）

２
万
円（
10
a
当
た
り
）

※
前
年
産
の
生
産
面
積
の
な
い
方
は
数
量

払
の
み
と
な
り
ま
す
。

●
数
量
払（
23
年
産
の
出
荷
・
販
売
数
量

に
、品
質
に
応
じ
た
重
量
当
た
り
の
単
価

で
交
付
さ
れ
ま
す
。）

※
面
積
払
を
受
け
た
方
は
、面
積
払
分
を

差
し
引
い
て
支
払
い
ま
す
。

小　　麦 6,360 円／ 60kg

二条大麦 5,330 円／ 50kg

六条大麦 5,510 円／ 50kg

はだか麦 7,620 円／ 60kg

大　　豆 11,310円／60kg

そ　　ば 15,200円／45kg

な  た  ね 8,470 円／ 60kg

■平均交付単価

　
　
米
の
所
得
補
償
交
付
金

１

　
　
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金

2
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水
田
を
有
効
活
用
し
て
麦
、大
豆
、米
粉

用
米
、飼
料
用
米
な
ど
を
生
産
す
る
販
売

農
家
・
集
落
営
農
に
対
し
て
、作
付
面
積
に

応
じ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
交
付
対
象
者

　

交
付
対
象
作
物
を
、販
売
を
目
的
に
生

産
す
る
販
売
農
家
・
集
落
営
農
。

■
交
付
単
価（
表
１
）

■
産
地
資
金
に
よ
る
加
算
措
置

　

地
域
振
興
作
物
を
作
付
け
た
場
合
は
、

加
算
金
を
支
払
い
ま
す
。（
表
２
）

作　　　　　物
交付単価

（10a当たり）

全
国
一
律

戦
略
作
物

麦（小麦、二条大麦、六条大麦、はだか麦）

35,000 円大豆（黒大豆を含む）

飼料作物

新規需要米（米粉用米、飼料用米、WCS用稲） 80,000 円

そば、なたね、加工用米 20,000 円

県
内
一
律

そ
の
他
作
物

①

キャベツ、アスパラガス、ほうれんそう、こまつ
な、ねぎ、わけぎ、トマト、かぼちゃ、きゅうり、な
す、ばれいしょ、だいこん、たまねぎ、いちご、ブ
ロッコリー、ピーマン、くわい、ひろしまな、さと
いも、にんじん、きく、ぶどう、いちじく

20,000 円程度

② ①、③以外の野菜、花き、果樹など 10,000 円程度

③ 花木、地力増進作物、景観形成作物 4,000 円程度

備蓄米（事前に契約が必要です） 15,000 円

全
国
一
律

二毛作助成（主食用米と戦略作物または戦略作物同士の
組み合わせ）

15,000 円

耕畜連携助成（飼料用米のわら利用、水田放牧、資源循環
の取り組み）

13,000 円

表１

表 2

加
入
手
続
き

　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
加
入
さ

れ
る
方
は
、加
入
申
請
書
な
ど
に
ご
記
入

の
上
、庄
原
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
事

務
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
事
務
局

（
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係
☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
３
２
、各
支
所
担
当
室
、Ｊ

Ａ
庄
原
各
営
農
セ
ン
タ
ー
）

※市全体の実績面積が確定した段階で単価を調整します。

作　物　名 交付単価（10 ａ当たり）

庄原・口和・
比和・総領

ほうれんそう・アスパラガス

担い手農家 20,000 円以内
その他農家 12,000 円以内

西城 菊・ねぎ

東城 菊・ほうれんそう

高野 ほうれんそう・トマト

全地域
紅あずま、スイートコーン、こん
にゃく、エゴマ　

4,000 円以内

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援

 

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策
が
ス
タ
ー
ト

　

農
業
分
野
に
お
い
て
も
地
球
温
暖
化

防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
に
積
極
的
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、環
境
保
全
効
果
の
高

い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対

し
て
そ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
経
費
を

支
援
し
ま
す
。

■
支
援
の
対
象
者

　

次
の
要
件
を
満
た
す
、販
売
を
目
的

と
し
て
生
産
を
行
う
農
業
者
、集
落
営

農
な
ど
の
農
業
者
グ
ル
ー
プ

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と

○
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を

行
っ
て
い
る
こ
と

※�

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は

「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導

入
に
関
す
る
計
画
」の
認
定
を
受
け
た

農
業
者
の
愛
称

■
支
援
の
対
象
と
な
る
取
り
組
み

１　

化
学
肥
料
、化
学
合
成
農
薬
の
5

割
低
減
の
取
り
組
み
と
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ

プ
の
作
付（
5
割
低
減
の
取
り
組
み
の

前
か
後
に
緑
肥
な
ど
を
作
付
け
る
）を

組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み

２　

化
学
肥
料
、化
学
合
成
農
薬
の
5

割
低
減
の
取
り
組
み
と
リ
ビ
ン
グ
マ

ル
チ（
5
割
低
減
の
取
り
組
み
を
行
う

作
物
の
畝
間
に
麦
類
や
牧
草
な
ど
を

作
付
け
る
）ま
た
は
草
生
栽
培
を
組
み

合
わ
せ
た
取
り
組
み

３　

化
学
肥
料
、化
学
合
成
農
薬
の
5

割
低
減
の
取
り
組
み
と
冬
期
湛
水
管

理（
冬
期
間
の
水
田
に
水
を
張
る
）を

組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み

４　

有
機
農
業
の
取
り
組
み（
化
学
肥

料
、農
薬
を
使
用
し
な
い
取
り
組
み
）

※「
有
機
」を
表
示
す
る
場
合
に
は
、有

機
J
A
S
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■
支
援
単
価

　

８
千
円（
10
a
当
た
り
）

■
申
請
期
限

　

６
月
30
日（
木
）ま
で

　

申
請
手
続
き
な
ど
、詳
し
く
は
農
業

振
興
課
農
業
振
興
係（
☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
３
２
）ま
た
は
各
支
所
担

当
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
水
田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金

3


